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北方民族文化研究における観光人類学的視点(1)

江戸～大正期 におけるアイ ヌの場合

齋 藤 玲 子*

 The Study of Tourist Arts in Ethnographic Records  (1): 
In Reference to the Ainu from the Edo era to the Taisho era

Reiko  SAITO

   The aim of this paper is to research the origin of tourist arts 

in the Ainu by quoting passages from the ethnographic records in 

context to historical backgrounds, and also to retrace the transition 

of their native culture by studying the influences of contact with 

other cultures. 

   Material culture of Ainu has been altered through cultural 

contact. Crafts account for large percent of the museum's collection. 

Therefore the trend of these crafts reflect the policy and the economy 

of each period, and also of Japanese interests in Ainu people. 

   In the Edo era (1603-1867), Japanese explorers and officers were 

in close contact with Ainu, and were attracted to aesthetic Ainu arts. 

At the first stage of Japanese and Ainu relationship, the offerings 

from native people were of natural products; dry fish, animal skin, 

feather and so on. Since the Japanese government (Edo-Bakufu) 

prohibited Ainu people to trade freely, they began to make many 
crafts in order to obtain Japanese goods. For example, wooden 

trays, ladles, towel hangers, and garments made from inner bark 

fiber of elm in Hokkaido, baskets in Kuril Islands, and garments 

made from nettle fiber in Sakhalin. These crafts which were used as 

trading goods and offerings had the aspects of souvenirs.

北海道立北方民族博物館学芸員

キーワー ド　アイヌ、工芸、観光芸術、交易、献上品、木彫、民族誌的記録
Key Words Ainu, Crafts, Tourist Arts, Trade, Offerings, Wood carving, 

          Ethnographic records
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   In the Meiji era  (1868-1912), the government's policy prohibited 

traditional Ainu customs. However their crafts were treated excep-

tionally, and instead they were demanded to make them for exhibi-

tional purposes. 

   In the Taisho era (1912-1926), wooden bears began to be carved 

after the model of some Switzerland souvenirs. Asahikawa City not 

only bought their crafts and helped sell them, but also taught Ainu 

people excellent technics and designs. These were beginning signs 
of "tourism" that can be related to the present. 

   This study suggests the differences between traditional customs 

that survived and vanished, and gives us a key to the question: 

What is a tradition? We can also see the Japanese view of Ainu 

culture through this.

は じ め に

　昨年1993年 は国際先住民年だった。国内でも民族資料を多 く収蔵する博物館 は、記念事

業として特別展などを行ったが、収集や研究の対象 としてきた経緯か らもそれらの主たる

内容はアイヌ民族資料の展示であり、テーマの中心は 「工芸」であった。

　なぜ これ らの展示で工芸が取 り上げられたかは、 「工芸は自然に対する信仰心か ら生み

出され、そ こには民族の世界観がある」　 [東京国立博物館1993]や 、　「文様は民族の心

を形にあ らわした もの」　 [大塚1993]と い う趣 旨に示 されている。そ して、北海道開拓

記念館では 「民族文化を継承す る新 しい活動」として 「民族芸術」を紹介 している。当館

でも北方諸民族と現代の民族芸術の関わりをテーマとした。それぞれの博物館の展示図録

等の前書 きによれば、展示をとお して これ らを理解 して もらうことが、すなわち(ア イ

ヌ)民 族文化の理解 と振興につながるとともに、ひいては異なる民族が対等で平和に共存

する社会への第一歩になれば…という趣旨が示されている。筆者 も、このような趣旨にっ

いて賛同している。 しか し一つには、博物館の収蔵資料のなかで、衣類や儀礼用具などを

含Pた 文様の施された 「工芸」といえるものが、かなり大 きなウエイ トを占めてお り、展

示を構成 しやすいという理由もあったのではあるまいか。

　国立民族学博物館が掲げるように、 「(ふ つうの)一 家族の 日常生活に必要な諸道具類

のワン ・セ ッ ト」すべてを収集す ること[国 立民族学博物館1985:pp.123-124]は 、理

想でありなが ら難 しいことである。収集された資料は、収集者が 「美 しい」 と感 じたり、

その民族 ・文化に 「特徴的だ」と考えたものであり、何 らかのバイアスがかかっていると

言ってよいだろう。また、通常、例えば収集者(民 族学者)が 先住民か ら 「物」を入手 し

た時点で、それは交易品であったり、贈与品となったりするわけだか ら、そこには贈 り手

140



北海道立北方民族博物館研究紀要　第3号(1994.3)

である先住民側の意思 も反映されていると考え られる。

　欧米人、あるいは北海道における和人 との接触によって、先住民族の物質文化が大きく

変容 して きたことは、明 らかである。 しか し、消滅 していくものと継承 されて残 ってきた

もののあいだには、それぞれ どんな事由があったのか。そして、移住者や研究者が先住民

族の文化を見 る目とはどんなものであったか。筆者 は、その答えに手掛かりを与えて くれ

るのが観光人類学的視点ではないかと考えてお り、これ らの観点か らアイヌにおける工芸

の歴史をたどってみたい。

観光人類学と物質文化研究

　観光人類学は、日本ではまだ比較的新 しい分野であり、その定義なども確立 していると

は言い難い。石森修三が 「これまで、観光客のために演 じられる芸能や観光客のたあに作

られる工芸は、 『ホンモノの芸術』ではないとみなされ、学術研究の対象か ら除外されて

きた。民族学者 は 『ホンモノの民族文化」を研究すべ きであり、観光客向けの 『ニセモノ

の民族文化』は研究に値 しないとみな しがちであった。そのため、正統的な民族学者は観

光地を避 けた り、観光客がかかわるものを意図的に排除 してきた。…中略… 『観光人類

学』 という新 しい学問は観光客向けの芸能や工芸をr観 光芸術(ツ ー リス ト・アーツ)』

という概念でとらえなお し、研究を行っている。」　 [石森1992]と 述べているように、

観光人類学の視点をとおして 「ホンモノ」 「ニセモノ」、あるいは 「伝統」とは何かを問

い直す ことは、民族文化の本質を再考することで もあろう。

　観光芸術の定義 について、石森は 「観光芸術 とは、観光客向けに商品化された芸術の総

称」であり、民族芸術をベースにしなが ら、それにさまざまな創意 と工夫を加えて観光客

向けに作 り出された音楽、芸能、美術、工芸のことだ としている。先に民族文化 における

「工芸」の意味について触れたが、民族芸術学 もまた古 くか ら注 目されていなが ら、学問

としてはまだ新 しく、 「観光芸術」もまたこれか らの課題である。

　観光客向けの 「芸術の商品化」の過程 はどの民族で も類似 しているといい、第一段階は

生活に用いているものをそのまま観光客などのゲス トに売 ったり公開 したりするもので、

次に観光客のために特別に芸術が商品化される場合があり、この段階で 「観光芸術」が成

立す るという[石 森1991]。 第一段階の 「ゲス ト」には、どのような立場の者が考え ら

れるであろ うか。交易や移住を目的 とした和人の来道が、観光でないことは確かである。

しかし 「みやげ」が外出先の土地の産物を もとめて持ち帰 り、家族や饒別をくれた者など

に配る品とすれば、異民族間の交易品あるいは献上品 としての工芸品もみやげの要素を多

分に含んでいる。 「観光」とは 「みやげ」とは何か、その舞台設定や状況のなかで、幅広

く考えてみると、自分のために作るものか ら他人のためのものへ とかわる交易は、その萌

芽ということができないだろうか。むろんこの場合、作 る側 と受けとるまたは買う側の意
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識とその状況が重要なカギとなる事はいうまで もない。

アイヌ文化研究と観光

　近年は先進国において も先住少数民族が国際観光のターゲ ットになる例がしば しば見 ら

れ、北方の諸民族 もその例に漏れない。筆者は以前、イヌイ トの観光芸術の例をあげなが

ら、物質文化の変容 と欧米人 との接触の関わ りを紹介 し、北方諸民族における現代の民族

芸術研究の課題 にっいて提起 した[齋 藤1993コ 。国内でも北海道のアイヌの人びととそ

の文化は、長い間、観光とは切 り離せない存在となってきた。

　 ところが、 「観光」という視点か らのアイヌ文化研究は少な く、河野本道が中心となっ

て作成 した観光地年表が知 られている[成 田 ・花崎1985]が 、今後 も市町村史などか ら

各地 における近代以降の観光の推移を追 う必要があろう。

　 日本人 と旅の関係についてふ りかえってみると、江戸時代には世界にさきがけて、遊び

としての旅が成立 していた。 この頃には、社寺参詣をする人び とが増え、大きな門前町に

はみやげ物屋が発達 していたという。また、今でいうガイ ドブックの役割を果たす旅行案

内書が相次いで出版されるようになったのも江戸期である[石 森1989]。 このような本

州以南における時代背景を考えると、北海道の産物やアイヌの生活を紹介 した和人の書物

などはさなが らガイ ドブックのようであ り、 「蝦夷地」は誰 しもが行 ける場所ではなかっ

たが、この地の 「みやげ」に対す る需要の高まりを読みとることができる。

　そこで、以前か ら課題 としていたアイヌの工芸品の変遷に和人がどのように関わってき

たか、歴史的に辿ろうという試みがこの小論の趣旨である。今回は、大正時代までの文献

から関係する記述を拾い出 し、検討 していきたい。

江戸時代の土産

　元来アイヌは自分たちが使 うために 「もの」を作ってきたが、和人のため、 ことに贈与

・交換用あるいは売 り物 としての工芸品を製作 したことが明らかな記述 は、18世 紀以後に

現れる。 しかも、高倉新一郎のいう前幕府直轄時代(1807～1821年)以 降、多 くの幕吏が

訪れたり、商人などが比較的自由に往来できるようにな り、記録文が多 く著 され、そう

いった人びとによって 「蝦夷みやげ」としてのアイヌの工芸品需要が高まったことは容易

に想定できる。

　近世前期の交易品には、海産物、動物の毛皮や鷲羽のほか、大陸産の錦やガラス玉が挙

げられているが、アイヌ自製の工芸品は含まれていない(表1)。 海保嶺夫によれば、中

世までは 「交易の地」であった蝦夷地 は、幕藩権力によって十七世紀末時点を以てその活

動を制限され、十八世紀後半には 「商品生産の場」へとその経済状況が変化 した。結果、

アイヌは以前交易で入手 していた和産物を場所での労賃のかたちで入手せざるを得な くな
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表1　 近世前期交易品一覧表

時 代

1611(慶 長16)年

1613(慶 長18)年

1618(元 和4)年

1620(元 和6)年

1621(元 和7)年

1717(享 保2)年

1739(元 文4)年

ア　イ　ヌ　側　商　品　(アイヌ→和人)

魚類、動物の皮など

(銀)、 　 (砂 金)、 鮭 、 干 魚

　 　 　 　 　 　 　 ラツコ

乾 燥 した鮭 、 鯨 、 猟 虎皮 、 ドンキ*1

上質の絹布、猟虎皮

乾 鮭 、鯨 魚 、 白鳥 、鶴(生 、 干)、 鷹 、 鯨 、 ト ド皮 、 猟虎 皮

干 鮭 、干 鯨 、 干 鱈 、 串飽 、 串 海 鼠 、昆 布 、 オ ッ トセ イ 、魚 油 、 干鮫 、 塩

引鮭

鷹 、 鷲 、粕 尾*2、 ウス ビウ*2、 鶴 、エ ブ リ コ*3、 熊 皮 、熊 肝 、 鯨 、昆 布 、

鮭 、 鹿皮 、 ネ ップ皮*4、 トド皮 、 串貝 、 煎海 鼠 、 干 鱈 、鯨 、 鮫 油 、椎 茸 、

白干 飽 、猟 虎 皮 、 オ ッ トセ イ 、蝦 夷 錦 、 虫巣*5

出典

i

2

3

0

5

0

7

[海保1985]よ り引用

出典　 !rビ スカイノ金銀島探検報告』　　　 2「 ジョンセーリスの報告書』　(仮題)

　 　　3『 アンジェリス第一蝦夷報告』　　　 4rカ ル ワーリュの旅行記』

　　　5『 アンジェリス第二蝦夷報告』　　　 6「 松前蝦夷記』　　　 7『 北海随筆』

原註　16!1年 、1613年 の史料は伝聞によるもの。

　　 1717年 、1739年 のアイヌ側商品中には、単に蝦夷地の場所の産物をも含む。

筆者注*1… 大陸産の衣類、蝦夷錦　　 *2… いずれも矢羽用　　 *3… キ ノコの～種

　　　*4… オ ットセイの皮　　　　　*5… 装飾用のガラス玉

り、 このような歴史的状況の下で工芸品が生産されたとしている[海 保1985]。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じぷんかせぎ

　江戸時代末期には、請負人及び役所 に雇われていない者や冬季間の 「自分稼」の一っと

して、手の利 く者 は細工物に専念 し、それを内地商品に代えて家計を助けたということが

明 らかである[網 走市史上巻:pp.739-741コ 。表2は 、宗谷場所におけるアイ ヌと和人

との交易の交換比率を示 したものである。数字 は、基準 となっている8升 入 りの米1俵 あ

た りの、それぞれの産物の数量である(寛 政のほうは 「右の外」として魚油で交易直段を

記 した、大陸産のものを含む高級品とで もいうべき物が付け加え られている)。 なお寛政

四(1792)年 の出典 はr夷 諺俗話』の 「宗谷交易定直段」、安政のほうは 「安政二(1855)年

宗谷場所御引渡 目録」　 [網走市史]か ら引用 した ものである。ここに挙げられているもの

が交易品すべて とは言えない し、地方差 もあった ことと思われるが、二っを比較 して、海

産物の直段に変わりはないものの、安政2年 にはアイヌの工芸品が品 目としてかなりを占

aて いることが明らかである。

　この二っの時代の中間にあたる文政元(1818)年 の新冠場所か らの献上品にっいて、高

倉は次の例を示 している。 「蝦夷の献上品は主 として其場所の土産若 くは蝦夷人が冬中手

透を見て作って置いた細工物であった。」として、 「松前へ差上物　夷人細工手拭掛　拾

掛、間切鞘　拾五本、匙　武拾本、筆軸　武拾本、糸巻　武拾枚、煎海鼠　武百」　「箱館

へ差上物　夷人細工手拭掛　五掛、間切鞘　拾本、匙　拾本、筆軸　拾本、糸巻　拾枚、
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表2　 宗谷場所交易定直段

品名

鯨
い　り　こ

煎海鼠

鮭

鱒

干鱈

鮭アダツ

鱒アダツ
か　のこ

鯨鮮

白子

笹目

椎茸

トド皮

水豹皮

薪
ロさ

秣

茅

反アツシ

手幅付アツシ

簾

キナ

しな網 目心4寸60目 長さ4間

同小目網 　目心2寸5分

同細縄　200尋

蝦夷細工手拭掛

同　　筆立

同　　茶壺

同　　茶台

同　　杓子

同　　匙

同　　マキリ鞘

同　　糸巻

羽箒

寛 政4(1792)年

6束(1,200)

500

5束(100)

15～16束(300～320)

6束(120)

3樽(6斗)

3樽(6斗)

3樽(6斗)

3樽(6斗)

6樽(12斗)

600

1枚

3枚

3枚

2枚

6枚

3枚

安政2(1855)年

6束

500

5束

4樽(8斗)

4樽(8斗)

2間

800把

800把

2枚

1枚

上 で8枚 、 並で40枚

2間走0.5枚(1枚 で2俵)、並2枚

1把

2把

4把

10本

0

i

2

io

1　'

20本

40枚

2.7枚(1枚 で3升)

備 考

安政の方は「外割鮭」とある

アダツは干して細かく刻んだ物

安政の方は干物と明記

安政の方は干物と明記

魚のえら

安政の方は「平軸」とある

　 　 　 　 　 　 よしず

寛政はアプスケ;葭 簾とあ る

麺のこと
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表3　 安政年間における各場所の献上品

山越内

虻　田

有　珠

室　蘭

幌　別

白　老

勇　0

沙　流

新　冠

船2隻 　板オシキ5枚 　筆立5箇 　姥百合粉1袋
かれい　　　　　　　うぐい

干鱗10枚 　干鍼15本

木刀5本 入3箱

　　　 　　　 　　 　　　 　 たら

キナ錘2枚 　帆立貝30枚 　干鱈2束

杓子20本 　キナ錘2枚 　糸巻200枚

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 まきりさや

手拭掛4本 　糸巻20本　間切鞘4本

キナ錘2枚 手拭掛20本 糸巻30枚

半月盆5枚 手拭掛10本 キナ錘2枚

廣蓋5枚 半月盆5枚 丸盆5枚
大豆 ・小豆 ・稗 ・粟(各8升)

手拭掛5本 　答2枚

杓子30本 　唐太椀30枚 　筆立5本 　筆軸30本 　間切鞘5本

*村 尾元長 『あいぬ風俗略志』(明 治25年)よ り引用
　 　 さんぶつ

　 「土産献上物 と云ふ も各場所に依 り種類を異に し時代に依 りても多少異同なり安政年

間の一斑を掲 くれは左の如 し」 との前文がある。

煎海鼠　百武拾」を挙げている[高 倉1942:pp.170-171]。 表3に は、 『あいぬ風俗略

志』　 [村尾1892]か ら、安政年間の各場所の献上品を挙げた。これ らか らも献上品は、工

芸品が大部分を占めており、時代が新 しくなるほど、その種類も増えていることがわかる。

　 どのような物が作 られていたかにっいて、 もう少 し詳細にみていくと、木彫品として、

マキ リ(小 刀)の 鞘、杓子、盆、糸巻 きなど自らも使用す る生活用具 とほぼ同類のものと、

菓子入、香合、水さし、筆軸、筆筒、手拭掛など初.一か ら和人向けに製作されたものがみ

られる。以下にそれらの具体的な事例を示す。

　平秩東作 は、天明三(1783)年 に著 したr東 遊記』のなかで 「日本より刀剣の類を渡す

事制禁なり。マキリ..刃がねなき小刀を渡す。是にて彫物などしたる器物をっ くるに、其

細工いたりて精密なり。弓を負ひ矢を荷ふ。器皆 ほり物あり。酒をいる＼物をカモと云。

物をよそふ杓子までみなさまシ＼の模様あり。此方 よりかたを遣 しぬれば、水 さし香合の

類まで作 りて贈るといへ り。」と記 している。rア イヌ史資料集第二期第六巻』として刊

行された阿部正己のrア イヌ叢誌(三)』 には、 「彫物に巧者のこと」として、関連す る

記述が収め られている。ある幕吏が 『蝦夷みやげ』として享和元(1801)年 に著 した もの

で、 「夷人愚なれども、皆木細工などは出来る也。煙草入 は本邦の印籠を大きくいたした

る様にて、種々の模様を彫、…中略…煙草入 ・きせるさし大方自分細工の外、女夷と云共

是を所持する外にな し。…中略…此柄鞘共悉 く彫物あり。是をマキ リと云壱本十五六文位
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